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第
33
号 

 

平
成
二
七
年(

二
〇
一
五)

一
二
月
二
三
日 

発
行
部
数 

十
五
部 

 
 
 
 
 

（
不
定
期
刊
行
） 

 

発
行
者 

 

東
京
都
羽
村
市 

山
口 

正
義 

 
 

       
 
 
 

埼
玉
及
び
近
郊
の
和
算
研
究
の
個
人
通
信 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
題
字 

伊
藤
武
夫
氏
） 

  
 

大
宮
の
氷
川
神
社
の
算
額 

 
 十

二
月
八
日
、
大
宮
の
図
書
館
に
行
っ
た
つ
い
で
に
、

大
宮
・
氷
川
神
社
に
あ
る
算
額
を
見
学
し
ま
し
た
。 

算
額
は
氷
川
神
社
の
額
殿
と
い
う
建
物
内
に
あ
り
ま

し
た
。
額
殿
は
倒
壊
防
止
の
筋
交
い
が
大
胆
に
入
っ
て

お
り
、
窓
は
吹
き
抜
け
で
し
た
。
裏
に
廻
り
敷
居
を
ま

た
い
で
入
る
と
、
直
ぐ
に
目
指
す
算
額
は
見
つ
か
り
ま

し
た
。
が
、
算
額
の
前
面
に
は
ガ
ラ
ス
が
は
め
込
ま
れ

て
い
て
、
写
真
は
反
射
光
で
う
ま
く
撮
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
大
き
な
算
額
で
す
が
左
下
隅
に
「
昭
和
四
十
六
年

十
月
複
製
」
と
あ
り
レ
プ
リ
カ
の
よ
う
で
す
。
な
お
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
和
算
の
館
」
に
は
別
の
レ
プ
リ
カ
の

写
真
が
載
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
算
額
は
明
治
三
十
一
年
十
一
月
十
日
に
都
築
利

治
門
人
二
十
名
が
奉
納
し
た
も
の
で
、
二
十
問
が
書
か

れ
て
い
ま
す
。
都
築
利
治
に
つ
い
て
は
こ
の
算
額
の
中

に
後
見
と
し
て
「
関
流
皆
傳 

北
埼
玉
郡
中
種
足
村
」

と
あ
り
ま
す
。
中
種
足
（
な
か
た
な
だ
れ
）

村
は
現
在
の
加

須
市
。
野
口
泰
助
先
生
の
『
埼
玉
県
数
学
者
人
名
小

辞
典
』
に
は
「
都
築
源
右
衛
門
利
治 

長
谷
川
弘
の 

 

見
題
免
許
者
と
し
て
社
友
列
名
に
築
城
と
誤
っ
て
い

る
が
、確
か
に
騎
西
町
下
種
足
の
利
治
の
事
で
あ
る
。

長
谷
川
弘
か
ら
学
ん
で
免
許
皆
伝
で
あ
る
。
老
後
養

子
に
家
を
譲
り
中
種
足
に
隠
居
、碑
も
建
っ
て
い
る
」

と
あ
り
ま
す
。
都
築
利
治
門
人
が
掲
げ
た
算
額
は
秩

父
神
社
の
算
額
（
現
存
せ
ず
、
明
治
二
十
年
、
七
題

九
名
）
、
鴻
巣
市
の
三
ッ
木
神
社
算
額
（
明
治
二
十

八
年
、
十
一
題
十
一
名
）
、
成
田
市
の
新
勝
寺
算
額

（
明
治
三
十
年
、
二
十
題
二
十
名
）
、
群
馬
の
榛
名

神
社
算
額
（
明
治
三
十
三
年
、
十
六
題
十
六
名
）
な

ど
が
あ
り
、
明
治
二
十
～
三
十
年
代
に
活
躍
し
た
人

の
よ
う
で
す
。 

 

一
問
一
問
詳
細
に
見
て
い
ま
せ
ん
が
、
問
題
は
ほ

と
ん
ど
が
容
術
の
よ
う
で
す
。 

な
お
、
氷
川
神
社
と
榛
名
神
社
の
算
額
に
は
都
築

利
治
と
並
列
に
「
関
流
皆
伝 
茂
木
孝
匡
」
の
名
も

見
え
ま
す
。
茂
木
孝
匡
は
前
述
の
辞
典
に
「
羽
生
市

手
子
林
の
人
で
松
枝
誠
斉
政
広
が
大
里
村
小
八
ツ
林

に
居
た
頃
学
び
見
題
免
許
を
受
け
て
い
る
。
後
、
長

谷
川
弘
に
師
事
し
隠
題
伏
題
の
免
許
を
受
け
て
い
る
。

明
治
三
十
四
年
八
十
四
歳
の
時
、
羽
生
市
中
手
子
林

の
元
中
学

校
脇
八
幡

宮
境
内
に

算
師
柳
斉

翁
之
寿
碑

が
建
て
ら

れ
て
い
る
」

と
あ
り
ま

す
。 

                   

      氷川神社の額殿 
（算額は正面から見て右奥にある） 

        氷川神社の算額 
（左下に「昭和 46年 10月複製」とあります） 
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2

414.2828.5

1

2

3838











b

a

ab

ba

のとき

とすれば、

れぞれ乙円、丙円の直径をそ

 

問
題
の
一
部
を
示
せ
ば
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。 

  

こ
の
う
ち
、一
問
目
を
具
体
的
に
次
に
示
し
ま
す
。 

  

今
有
如
圖
畫
外
圓
内
側
圓
個一
甲
圓
個二
其
交
罅
容 

乙
圓
個二
丙
圓
個二
只
言
乙
圓
徑
一
寸
問
丙
圓
徑
幾 

 

何 

 
 

答
曰
丙
徑
一
寸
七
分
〇
七
毛
有
奇 

術
曰
置
八
個
開
平
方
加
入
三
個
天名
亦
開
平
方
以 

減
天
餘
り

乗
乙
徑
半
之
得
丙
徑
合
問 

 
 
 
 

北
埼
玉
郡
西
ノ
谷 

 
 
 

関
流
皆
傳 

堀
越
佐
平
利
佐 

（
罅(

か)

＝
重
な
る
部
分
） 

 

 

私
は
解
法
を
確
認
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
術
文

は
下
の
よ
う
に
解
読
で

き
ま
す
。 

    

          

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

小
泉
理
永(

寧
夫)

の
碑
文 

 

前
号
（
32
号
）
で
小
泉
理
永(

寧
夫)

の
碑
を
紹
介

し
ま
し
た
が
、
碑
文
の
解
読
が
出
来
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
後
、
撮
っ
た
写
真
を
元
に
文
字
を
追
っ

て
み
ま
し
た
が
撮
り
方
が
悪
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

読
め
な
い
個
所
が
残
り
ま
し
た
。 

仕
方
な
く
ネ
ッ
ト
で
解
読
の
文
章
を
探
し
て
い

た
ら
、
碑
の
あ
る
明
王
院
の
住
職
さ
ん
か
ら
頂
い
た

と
い
う
解
読
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
サ
イ
ト
を
見
つ

け
ま
し
た
。 

こ
こ
で
は
そ
の
文
章
も
参
考
に
さ
せ
て
頂
き
な

が
ら
全
文
を
掲
載
し
ま
す
（
網
掛
け
部
分
が
不
明
部

分
で
し
た
。 

」
は
改
行
を
示
し
ま
す
）。 

 

天
元 

演
段 

點
竄 

積
差 

分
合 

諸
約 

分
果 

翦
管 

計
子 

交
商 

趕
趁 

變
數 

逐
作 

作
入 

整
數 

極
數 

裁
段 

垜
積 

招
差 

角 

求
積 

綴 
 

圓
理
弧
背 

 
 
 
 

別
傳 

分
間 

町
見 

暦 

夫
算
術
の
大
な
る
や
天
地
の
中
に
数
の
定
れ
る
を
ふ

る
事
ハ
」 

日
月
の
蝕
の
こ
と
し
是
を
は
か
る
ハ
天

元
の
一
な
り
其
法
を
」 

得
れ
は
豁
然
と
し
て
貫
通

す
れ
は
衆
物
の
表
」 

裏
精
粗
い
た
ら
す
と
い
ふ
こ

と
な
し
又
是
を
は
な
て
は
」 

六
合
に
わ
た
り
て
萬

化
す
る
の
一
理
な
り
嗚
呼
天
地
の
窮
り
な
く
」 

大

氷川神社（平成 27年 12月 8日） 

    氷川神社の算額の最初の四問（「埼玉の算額」より） 

･･･ 
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い
な
る
中
に
数
理
を
求
め
ハ
是
に
答
ふ
る
に
術
を
以

て
す
る
ハ
」 

算
の
妙
用
な
り
只
天
元
の
一
を
得
れ

ハ
天
地
冥
合
し
て
」 

萬
物
の
生
る
か
如
く
、
正
負

適
等
せ
は
其
中
に
術
の
生
る
こ
と
奇
」 

な
る
か
な

妙
な
る
か
な
□
是
皆
大
極
の
一
よ
り
萬
に
わ
た
り
」

萬
よ
り
一
に
帰
る
ハ
玄
々
の
玄
妙
不
可
思
議
無
量
」

な
る
こ
と
豈
仰
さ
ら
ん
や
貴
と
せ
ざ
ら
ん
や
」  

 

天
保
十
五
年
甲
辰
秋
七
月
」 

 

小
泉
傳
蔵
理
永
し
る
す
」 

 

（
翦
管
＝
不
定
方
程
式
、
計
子
＝
ま
ま
子
立
、
趕
趁
＝
逐
次
計
算
） 

 

小
泉
理
永
は
、
寛
政
十
二
年(

一
八
〇
〇)
四
月
西

新
井
大
師
に
、
ま
た
文
政
八
年(

一
八
二
五)

十
月
明

王
院
に
算
額
を
奉
納
し
て
い
ま
す
（『
賽
詞
神
算
』
よ

り
。
現
存
せ
ず
）。 

 

西
新
井
大
師
の
文
章
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。 

 

◎
武
州
足
立
郡
西
荒
井
村
総
持
寺
大
師
堂 

 

今
有
如
圖
半
圓
内
容
累
圓
及
二
等
圓
圓及

相東

等西
只

云
外
圓
徑
若
干
問
求
累
圓
其
術
如
何 

 
 

答
曰
依
左
術
得
逐
圓
徑 

 

術
曰
置
外
徑
為
通
實
置
二
箇
開
平
方
名
率
加
一
箇

名
極
依
圖
各
求
法
實
如
法
一
得
其
圓
徑
合
問 

 
 

寛
政
歳
次
庚
申
夏
四
月 

 
 
 
 
 
 

最
上
流 

大
原
彦
兵
衛
理
正
門
人 

 
 
 
 
 
 
 
 

梅
田
村
住 

小
泉
傳
蔵
理
永 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

 

再
び
大
國
魂
神
社
の
算
額 

 
 

府
中
の
大
國
魂
神
社
の
算
額
に
つ
い
て
は
既
に

第
８
号
で
略
記
し
ま
し
た
。
ま
た
、
掲
額
者
は
小
俣

勇(
造)
門
人
三
十
六
名
で
す
が
、
こ
の
小
俣
勇(

造)

に
つ
い
て
は
第
15
号
で
述
べ
ま
し
た
。 

 

十
二
月
十
六
日
、
再
び
大
國
魂
神
社
に
行
く
機
会

が
あ
り
、
た
ま
た
ま
御
札
な
ど
を
売
っ
て
い
る
「
御

祈
祷
受
付
所
」
に
近
づ
い
て
み
た
ら
、
何
と
『
大
國

魂
神
社
奉
献 

関
流
和
算
額
』
と
い
う
小
冊
子
（
本

文
32
頁
）
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
昨
年
五
月
に

伺
っ
た
時
に

は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
の

で
、
発
行
日

を
見
た
ら
今

年
の
三
月
一

日
と
あ
り
納
得
し
、
早
速
購
入
し
ま
し
た
。
八
百
円

也
。 

 

こ
の
算
額
は
三
十
六
問
あ
り
ま
す
が
冒
頭
に
前
文

が
あ
り
ま
す
。そ
の
解
読
文
が
小
冊
子
に
あ
る
の
で
、

以
下
に
転
記
し
て
み
ま
す
。
前
半
は
意
味
不
明
と
い

う
か
大
袈
裟
と
い
う
か
、
こ
の
よ
う
な
文
例
は
多
か

っ
た
よ
う
で
す
。 

  
 
 

奉 

献 

 
 
 
 
 

関
流
教
学 

小
俣
勇
門
人
算
題 

そ
れ
太
極
は
本
極
無
し
。
象
無
く
し
て
顕 

わ
れ
無
象
り
て
数
え
、
数
を
生
ず
。
是
れ 

数
理
の
起
源
な
り
。
太
極
動
静
し
て
天
を 

成
し
、
地
を
成
す
。
天
地
和
し
て
一
を
生 

じ
、
一
生
じ
て
顕
象
し
て
数
を
生
じ
て
後 

千
変
万
化
を
為
す
。
千
変
万
化
を
為
し
て 

後
、
以
て
一
に
還
る
。
一
に
還
り
て
後
、 

数
理
明
ら
か
な
り
。
数
理
明
ら
か
な
る
故
、 

其
の
術
明
ら
か
な
り
。
之
の
由
に
加
減
乗 

除
よ
り
方
円
求
積
の
蘊
奥
至
る
無
く
、
其 

の
理
有
り
。
予
此
の
術
を
学
ぶ
こ
と
二
十 

有
余
年
。
其
の
理
を
得
た
る
と
雖
も
、
技 

術
極
ま
る
無
く
容
易
に
、
尽
く
す
能
わ
ず
。 

門
人
等
此
の
術
を
学
び
て
年
有
り
。
此
こ 

に
、
今
其
の
図
鮮
た
に
撰
し
て
大
國
魂
神 

社
宝
前
に
奉
り
て
爾
云
う
。 

 
 
 
 
 

武
蔵
国
南
多
摩
郡
矢
野
口
村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
俣 

勇 

敬
白 

上：西新井大師算額、下；明王院算額 

 小冊子の表紙 
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さ
て
、こ
の
小
冊
子
に
は
少
々
不
満
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
算
額
の
写
真
が
全
く
不
鮮
明
で
あ
る
こ
と
。
文

字
や
図
形
が
わ
か
る
よ
う
に
印
刷
し
て
欲
し
か
っ
た
。 

 

そ
れ
に
問
題
の
説
明
に
も
課
題
が
あ
り
そ
う
で
す
。

一
例
を
挙
げ
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

①
二
番
目
の
問
題
の
「
答
え
」
の
解
法
が
三
番
目
の

問
題
の「
答
え
」の
個
所
に
書
か
れ
て
い
て
戸
惑
う
。 

②
二
番
目
の
問
題
の
図
形
の
寸
法
が
お
か
し
い
。
図

で
甲
４
乙
13
丙
8.45
と

あ
る
が
、
大
き
さ
の
関

係
が
合
っ
て
お
ら
ず
誤

解
を
招
き
や
す
く
、
解

法
も
納
得
で
き
な
い
式

が
出
て
来
る
。 

③
五
番
目
の
問
題
で
初
歩
的
誤
植
が
あ
る
。

下
の
式
で×

は
＋
が
正
し
い
。 

④
九
番
目
の
問
題
で
も
図
形
の
寸
法
が
お
か

し
い
。
図
で
二
つ
の
甲
円
に
接
す
る
下
側
の
線
は
直

径
と
あ
る
が
と
て
も
そ
う
に
は
見
え
な
い
。「
答
え
」

は
直
径
を
前
提
に
解
い
て
い
ま
す
が
、
結
論
は
解
答

原
文
と
合
い
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
算
額
の
「
答
曰
乙
円

径
一
寸
」
と
い
う
の
は
間
違
い
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
算
額
の
内
容
に
間
違
い
の
あ
る
こ
と
は
間
々

あ
り
ま
す
。
で
し
た
ら
そ
の
こ
と
を
書
く
べ
き
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

 

も
っ
と
内
容
を
吟
味
し
た
も
の
に
し
て
欲
し
か
っ

た
。
少
し
失
望
し
ま
し
た
。 

 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

編
集
後
記 

 
 
 
 

（
敬
称
略
） 

打
球
は
高
く
も
低
く
も
な
く
、
き
れ
い
な
理
想
的

な
軌
道
を
描
い
て
左
翼
席
に
入
っ
た
。
大
宮
球
場
は

左
翼
席
と
い
っ
て
も
そ
こ
は
芝
生
で
観
客
は
ま
ば
ら

だ
っ
た
。
一
塁
側
の
応
援
席
に
い
た
筆
者
に
は
打
球

の
行
方
が
よ
く
見
え
た
。
昭
和
三
十
六
年
の
高
校
一

年
の
夏
の
こ
と
で
、
五
十
四
年
経
っ
て
も
脳
裏
に
確

か
に
刻
ま
れ
て
い
る
。 

打
っ
た
の
は
二
年
先
輩
に
当
た
る
松
原
選
手
だ

っ
た
。
予
兆
は
あ
っ
た
。
回
は
押
し
詰
ま
っ
て
い
た

よ
う
に
思
う
。
応
援
団
の
一
人
が
「
松
原
、
ま
だ
打

っ
て
な
い
ぞ
」
と
打
席
の
方
に
向
か
っ
て
大
声
で
叫

ん
だ
。
松
原
の
同
級
生
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
松
原
に

そ
の
声
が
聞
こ
え
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、

応
援
席
に
い
た
多
く
の
学
生
が
そ
の
声
を
聞
い
て
い

た
。
そ
の
直
後
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
だ
っ
た
。
応
援
に
観

光
バ
ス
五
、六
台
で
来
て
い
た
学
生
た
ち
は
沸
い
た
。 

野
球
は
い
つ
も
そ
う
だ
が
、
期
待
さ
れ
て
い
る
打

者
が
打
っ
た
瞬
間
に
は
一
瞬
の
静
寂
さ
が
伴
う
。
大

き
い
当
た
り
だ
と
わ
か
る
と
直
ぐ
に
ど
よ
め
き
が
生

じ
、
外
野
席
に
入
っ
た
瞬
間
に
最
高
潮
に
達
す
る
。

こ
の
時
も
そ
う
だ
っ
た
。
し
か
し
、
次
の
光
景
を
み

て
応
援
席
は
少
し
静
か
に
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
た
。

そ
し
て
わ
ず
か
の
間
の
あ
と
に
拍
手
が
巻
き
起
こ
っ

た
。
松
原
は
怪
我
を
し
て
い
て
足
を
ひ
き
ず
り
な
が

ら
、
ゆ
っ
く
り
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
廻
り
は
じ
め
た
。

足
首
の
怪
我
で
片
足
は
ス
パ
イ
ク
、
片
足
は
運
動
靴

だ
っ
た
。
こ
の
こ
と
も
脳
裏
に
刻
ま
れ
て
い
る
。
試

合
は
快
勝
だ
っ
た
が
、
相
手
チ
ー
ム
名
も
ス
コ
ア
も

覚
え
て
い
な
い
。
こ
の
経
験
が
高
校
生
活
の
中
で
も

大
き
な
印
象
と
し
て
残
り
、
今
迄
何
回
と
な
く
思
い

出
し
、
そ
の
度
に
幸
せ
な
気
分
に
な
る
。 

松
原
は
そ
の
後
プ
ロ
野
球
に
入
り
、
生
涯
安
打
二
、

〇
九
五
本
、
打
率
二
割
七
分
六
厘
、
ホ
ー
ム
ラ
ン
三

三
一
本
と
活
躍
し
、
名
球
会
入
り
を
果
た
し
た
。 

☆ 
 

☆ 
 

☆ 
 

☆ 
 

☆ 

い
つ
か
は
こ
れ
を
ど
こ
か
に
書
き
た
か
っ
た
。
和

算
と
は
無
関
係
な
話
で
す
が
。
幸
せ
な
気
分
に
し
て

く
れ
る
話
は
い
い
。
氷
川
神
社
の
算
額
は
迫
力
も
あ

り
い
い
。
今
年
は
33
号
で
終
了
。
良
い
お
年
を
！ 


